
応募要項 

 
◆ 内容 
以下に示すような新しい都市のあり方に関する提案を

募集します。いずれも、すでに完了しているか現在進行中

のプロジェクト，今後の実行に向けた提案のいずれも可と

します。 
・都市の活性化に繋がる提案全般 
・町丁目単位の比較的身近な狭い範囲内に有効な提案 
・一般性はなくても個々の地域において高い効果が得られ

ると考えられる提案 
 
◆ 賞 
 黒川賞（1点），岡田賞（1点），優秀賞（若干数） 
 
◆ 審査員 
 黒川洸 

  早稲田大学 客員教授 
 岡田憲夫 

  京都大学防災研究所 教授 
 土木計画学会参加者 

 
◆ 審査方法と審査基準 
 ポスター（A0版 2枚分のサイズ以内）ならびにプレゼ
ンテーションを総合的に評価して審査します。 
 各賞は、それぞれ 
  黒川賞：黒川審査員 
  岡田賞：岡田審査員 
  優秀賞：土木計画学会参加者 
 が審査し選定します。 
  審査結果に関する問い合わせはご遠慮ください 

 審査では、以下の点を評価します。 
黒川賞： 

以下のいくつかの点において優れていること 
・ 提案内容が地域の文脈を十分配慮していること 
・ 公共政策にふさわしいビジョンや目標を指し示すもの 
・ 合意形成や資金調達など、政策形成、政策の始動、持
続・継続のための方法論や体制、ルール等についての工

夫が提案されているもの 
・ 提案内容に関わりをもつ各ステークホルダーの視点か
らも考えられているもの 
・ 既存制度や方法論について問題提起や改善提案がなさ
れているもの 
・ 本提案に至るプロセスや体制についても工夫があるも
の 
岡田賞： 

 以下のうちいくつかの点で優れていると認められるこ

と。ただし、感覚的・感性的(ピカ、イキ、スジ)にも優れ
たものであればなお良い 
①新しい社会のニーズに応えようとする革新的な政策デ

ザインであること 
②対象域はローカルで、ミニスケールであってもよい、複

合的で協働的な利用や効果が期待できること 
③特徴的な技術(ハードまたはソフト)が活かされている
こと 
④政策導入のプロセス、たとえば参加型や社会実験的な導

入方式やプロセスも検討されていること 
優秀賞： 

創造性，実現性（企画力），公共性，社会性，多元性，

協働性（マネジメント能力）に優れたもの 
 
 
 

◆ スケデュール 
 応募受付期間  2006年 1月 16日（月）～1月 31日（火） 
 ポスター提出   ～2006年 3月 31日（火） 
 審査会      2006年 6月 

（第 33回土木計画学研究発表会開催期間中） 
 
◆ 応募資格と条件 
・平成１８年３月１日時点で在学中の、学生によって構成

されるグループ、または学生個人が応募できます。 
・一人またはグループで複数の応募をすることができます。 
◆ 応募方法 
1. 以下の内容を明記した応募申込書（様式自由）を pdf
ファイル化し、pdfファイルを e-mailに添付して土木計画
学研究委員会デザインコンペ事務局宛に送信してくださ

い。（compe06@term.kuciv.kyoto-u.ac.jp） 
（a）タイトル（作品名・システム名など） 
（b）応募者氏名および所属 
 （グループで応募の場合はメンバー全員の氏名および所属） 
（c）協力者氏名および所属（協力者なしの場合は不要） 
（d）代表者連絡先 
（e）作品・提案等の概要（200字程度） 
（f）掲載料の支払方法（公費、現金、振込） 
［請求書式に指定がある場合はその旨を明記］ 

  （メンバー中に土木学会員が含まれる場合は不要。） 
2.  ポスターは審査会当日に自身で会場まで持ち込んで
下さい。ただしポスターを A4程度のサイズに縮小したフ
ァイル（pdfまたは pptファイルで 1Mb以内）を、上記ポ
スター提出〆切日までに土木計画学研究委員会デザイン

コンペ事務局宛提出してください。 
 
◆ 応募にあたっての留意点 
 メンバーの中に土木学会員（応募時）が含まれる場合、

応募料は無料です。そうでない場合には 10,000 円を請求
します。 
 協力者がある場合には、協力者の承諾を得た上で応募し

てください。また協力者を登録してください。 
 
◆ 諸権利について 
・応募内容・作品に関する知的財産権は応募者にあります。

応募にあたっては、必要に応じ応募者自身で権利保護等

の手続きをして下さい。 
・他者の知的財産権を侵害する疑いがある場合には、受賞

を取り消すことがあります。 
・提出されたポスターならびにその内容の公表・展示に関

する権利は主催者が優先保持します。 
 


